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[基礎事項]問題レポート 

 

１．次の目盛りを読みとりなさい．誤差も記入すること．（教科書「３.測定値の読みとり方」参照） 

 

（ａ）読みとりと有効数字 
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（ｃ）角度の副尺の読みとり 
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（ｂ）副尺の読みとり 
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（ｄ）副尺の読みとり 
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２．細管中を流れる水の体積 V と水の圧力差 P，細管の長さ，半径 a，水の流れる時間 t を測定

し，次式 𝜂 = 𝜋 (
𝑎4𝑡𝑃

8𝑉ℓ
) を 用いて水の粘性係数ηを測定する.各測定値を 1％の精度で測定するとき

（|
ΔV

𝑉
| = |

ΔP

𝑃
| = |

Δℓ

ℓ
| = |

Δ𝑎

𝑎
| = |

Δt

𝑡
| = 0.01 ），得られる粘性ηの相対精度（不確かさ） |

𝛥𝜂

𝜂
| が何％にな

るか示せ（教科書「４.精度と有効数字」参照） 

 

 

 

 

 

 

３．物理量𝑥 [cm]と別の物理量𝑦 [g]の関係を測定したところ，以下のような結果が得られた． 

𝑥 [cm] 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 

𝑦 [g] 100.0 29.6 12.5 6.4 3.7 2.3 1.6 1.1 
  

下に示したグラフにプロットして，xと yの関数関係を求めよ．（教科書「５.グラフ」参照） 
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（求め方） 

関係式：𝑦 =          
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４．下の線形グラフ（左）と片対数グラフ（右）に，𝑦 = 5 × 10−0.01𝑥 の関係をプロットしなさい. 

（点を最低 4つプロットし、関数の線を描く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

また,右図の片対数グラフにプロットしてある点線の関数を以下の式で表したとき， 

その係数 A, B を求めなさい. 

𝑦 = 𝐴 × 10𝐵𝑥  

  𝐴 =  

 𝐵 =   

 

 ５．下の線形グラフ（左）と両対数グラフ（右）に，𝑦 = 10𝑥
2

3 の関係をプロットしなさい. 

（点を最低 4つプロットし、線を描く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

また,右図の両対数グラフにプロットしてある点線の関数を以下の式で表したとき，その係数 C, D

を求めなさい. 

𝑦 = 𝐶𝑥𝐷  

𝐶 =   

 𝐷 =   
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６．一様な，長さ 10 cm の金属の棒の両端に温度差をつけて，位置 x とともに温度 T がどのように

変化するかを測定し，下の表の結果を得た．ただし i は測定の番号である． 

温度 T と位置 x の関係が，𝑇 = 𝑎 + 𝑏𝑥 となるものと仮定し，a と b を以下の問いの順に従って

最小自乗法により求めなさい．（教科書「６.最小自乗法」参照） 
 

i 
 𝑥𝑖 

[cm] 

𝑇𝑖 [℃] 𝑥𝑖
2 𝑥𝑖𝑇𝑖 𝑇𝑖

2 𝑎 + 𝑏𝑥𝑖 (𝑇𝑖 − 𝑎 − 𝑏𝑥𝑖)2 

1 1.00 14.2      

2 2.00 17.4      

3 3.00 35.5      

4 4.00 43.0      

5 5.00 48.2      

6 6.00 62.6      

  21.00       

  

i）𝑥𝑖
2，𝑥𝑖𝑇𝑖，𝑇𝑖

2，∑ 𝑥𝑖
2

𝑖 ，∑ 𝑥𝑖𝑇𝑖𝑖 ，∑ 𝑇𝑖
2

𝑖  を計算し，表に記入しなさい． 

ii）教科書(6.6)～(6.8)式を参照して， , ,a b の表式と計算結果を示しなさい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

iii）求めた a と b を用い,表の 𝑎 + 𝑏𝑥𝑖 ，(𝑇𝑖 − 𝑎 − 𝑏𝑥𝑖)2 の値を計算し記入しなさい． 

iv）教科書(6.13)式を参照して，標準偏差(誤差)の表式と計算結果を示しなさい． 

 

 

 

v）教科書(6.9)～(6.12)式を参照して， ,a bの標準偏差(誤差)の表式と計算結果を示しなさい． 

 

 

 

 

 

 

vi）表の測定点(𝑥𝑖 , 𝑇𝑖) を右図にプロットし，最小自乗法で

求めた 𝑇 = 𝑎 + 𝑏𝑥 の直線を描きなさい． 

 𝑇𝑖 の誤差（±σ）はエラーバーで各プロット点に加えよ。 

（エラーバー：  𝑇𝑖 の誤差 𝑇𝑖 ± 𝜎 を表す）。 
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